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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、インドの繊維産業を例として、経済グローバル化に直面する開発途上国の貿易や産 
業政策、貧困政策のあり方を考察したものである。インドは中国とともに途上国の経済自由化* 
グローバル化の成功例とみなされているが、今日でも多くの規制や保護政策が維持されており、 
その中には貧困• 農村対策を意識したものが少なくない。また、繊維産業はこれまで開発途上国 
の工業化において重要な役割を果たしてきたが、2005年の多国間繊維協定（MFA) 撤廃などに 
よって輸出競争が激化している。本論文は世界的な自由化前夜の1990年代以降から今日までの 
期間に焦点を当て、インドの繊維産業の海外との関係や生産性の変化を、その政策との関係に注 
意しつつ、多角的 • 数量的に分析したものである。
第 1 章では、いくつかの指標の計算を通じて1990年代以降のインドの繊維貿易の構造変化を 
他の東•南アジア諸国のそれと比較している。その結果、繊維中間財•アパレル製品ともに中国 
の市場シェアと優位性の上昇が突出していること、アパレル製品においてはバングラデシュやパ 
キスタンの輸出パフォーマンスも良好なこと、インドのパフォーマンスが1990年代半ばから悪 
化していることなどを見出している。
第 2 章では生糸と絹製品に焦点を当て、インドと中国の貿易パフォーマンスの相違と、印中間 
の貿易がインド国内の蚕糸業と絹繊維部門に与える影響とを検討している。1990年代以降、イ 
ンドの絹繊維部門の輸出は順調に増加しているが、それと軌を一にして中国からの生糸輸入が激 
増している。その背景要因としては、インド蚕糸業の主要産品である多化性生糸が国内絹繊維部 
門の需要とマッチしていないこと、絹製品の輸出奨励政策が実質的に生糸輸入を支援されている 
ことが指摘されている。
第 3 章ではインド蚕糸業の国際経済への統合度を、生糸の国内価格と国際価格の関係の分析を 
通じて検証している。その結果、輸入数量が激増した1990年代末を境に内外価格の間に統計的 
な共和分関係が認められるようになったこと、すなわち国内価格が国際価格の（長期的）変動に 
システマティックに連動するようになったことが見出された。ただし生糸の中でも野蚕生糸の国 
内価格は国際的な生糸価格から大きな影響を受けておらず、家蚕生糸との代替性の低い野蚕生糸 
の生産業者が国内の絹製品業者の需要に応えられていないことが示唆されている。
第 4 章は年別• 地域別• 産業分類別のパネルデータセットを作成し、インド繊維産業の生産性 
の変遷を検討したものである。具体的には、確率的生産可能性フロンティアと呼ばれる関数の推 
計を通じ、各部門の生産効率の経時間的な変化やその政策との関係が分析されている。その結果、 
産業全体としての生産効率が低下傾向にある一方、アパレル部門に関しては生産性の水準も改善 
度合いも良好であることが見出されている。
第 5 章では、ミクロ統計を利用した企業レベルの生産性の分析が試みられている。本章では企 
業間の生産性格差という一般的な課題に加え、それが貧困•農村対策の色彩を持つ過去の小規模 
部門優遇政策からどのような影響を受けたかという点にも関心が示されている。その結果、政策 
との関連性の強いダミー変数の多くが統計的に有意と判定され、優遇政策と生産性の正の関係を 
示すものになっている。ただし、著者はこの結果は優遇政策の生産性への効果を示すものでは必
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ずしもなぐ低生産性に喘ぐ最貧困層に政策の手が十分に行き届いていなかった可能性もあると 
指摘している。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
インドというとITや製薬産業ばかりが脚光を浴びる中、開発途上国にとって重要な繊維産業 
をあえて分析の対象として選択し、それに多角的•重層的に分析したことが本論文の特筆すべき 
貢献である。本論文の主たる分析手法は計量経済学であるが、時系列• クロスセクシヨン•パネ 
ルデ一夕のすべてが利用され、経時的• 地域間• 産業間の変化や問題を多面的に考察している。 
また、全体を通じて政策の役割への関心が維持されており、実証的な経済分析と開発論の色彩を 
懂えた論考となっている。
ただし、本論文にもいくつかの残された課題がある。第一に、各章で展開される数量分析に関 
しては、さらに推計上の制約の妥当性や分析結果の頑健性を検討する余地があると思われる。と 
りわけ第5 章の生産関数の推計に関しては、明示的に内生性問題を考慮し、政策と生産性の関係 
に関してより踏み込んだ評価を行うことが望まれる。また、多角的なアプローチの代償として、 
インド政府の繊維産業に対する政策を評価する際、それを産業育成の視点から評価する視点と貧 
困 • 農村政策とみなす視点が十分に整理されないまま混在している箇所があり、著者がどのよう 
な政策を求めているのかがやや分かりづらくなっている。最後に、本論文ではインド繊維産業の 
生産性に関して多くの興味深い結果を得ているが、今後はその背後にどのような経営•技術的問 
題や労使関係の制約があるのかを明らかにすることが望まれよう。ただし、申請者はこれらの点 
をすでによく認識しており、今後の研究の中で克服することに強い意欲を持っている。平成 21 
年 6 月2 3 日に行われた公聴会でもこれらの点は指摘されたが、それに対する申請者の応答は適 
切なものであった。
審査委員による審査結果は以上の通りであり、本論文を課程博士の学位に値する優れた業績で 
あると評価する。
